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ソーラーファーム事業の開始に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 23年４月 25日開催の取締役会において、ソーラーファーム事業の開始につき

下記のとおり決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． ソーラーファーム事業開始の理由 

地球温暖化や化石燃料枯渇への懸念を受けて、クリーンエネルギーとしての太陽光発電には

大きな期待が寄せられています。メーカー各社による新製品の開発や原価低減努力に加え、国

や自治体による補助金交付や余剰電力買取制度の導入もあり、日本における太陽光発電システ

ムの市場は大きく拡大いたしました。また、東日本大震災に起因する福島原発事故の発生以降

は、原子力発電を補う代替エネルギーとしての役割への期待も高まっております。 

当社グループはこれまで、国内代理店を通した太陽光発電システムの販売に取り組んでまい

りましたが、そこにおいて蓄積した経験や知見を有効に活用するため、自ら事業者として太陽

光発電事業に関わり、その有効性を実証する取り組みを行うこととし、このたびソーラーファ

ーム事業を開始することといたしました。 

ソーラーファーム（Solar Farm）とは、文字どおり「太陽光発電」を行う「農場」を意味し

ております。われわれは、太陽光発電を行う用地としての農地に着目いたしました。農業者と

協力し、農地の有効活用策としての太陽光発電を展開していくため、耕作地は耕作地として利

用しつつ、耕作地周辺の使われていないスペースや、耕作地以外の遊休農地や耕作放棄地に太

陽光発電装置を設置することを予定しております。 

ソーラーファーム事業の展開に当たっては、日照時間の長い山梨県などから数ヶ所を選定し、

実証実験を行った上で、他地域への展開を進めていくことを予定しております。 

ソーラーファームにおいて、農業収入を売電収入で下支えすることで、農業振興の一助とも

なることを期待しております。また、今回の東日本大震災では多くの被災地で耕作困難地が発

生しておりますが、これらの耕作困難地が農地として復旧するまでの一時的な用地活用策とし

て、ソーラーファーム事業をお役立ていただけるのではないかと考えており、これについては

実証実験を踏まえた提案活動を行ってまいります。 
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２． ソーラーファーム事業の主な内容 

事業名称   「おひさま農場」 

事業概要    太陽光発電装置を農地に設置し、住宅・産業用に発電しつつ余剰電力を売電。 

事業主体    当社と農家による共同事業体 

実施場所    耕作地周辺の使われていないスペースや、遊休農地、耕作放棄地、 

耕作困難地を活用。 

スケジュール  実証実験を行い、事業性・収益性を確認後、他地域への展開を図る。 

実証実験    日照時間の長い山梨県などから数ヶ所を選定し、 

実証実験を行う。合計発電能力は 100ｋＷまでとする。 

 

 

３． 今後の日程      

事業開始取締役会決議       平成 23年４月 25日 

実証実験サイト選定        平成 23年５月（予定） 

実証実験開始           平成 23年７月（予定） 

定款（事業目的）変更株主総会   平成 23年８月（予定）   

 

 

４． 当社業績に及ぼす影響 

ソーラーファーム事業に伴う収入は、平成 24年５月期からの計上を予定しております。この

うち、実証実験サイトにおける売電収入は年間で４百万円程度を見込んでおります。その他の

項目を含めた平成 24年５月期通期業績予想は、平成 23年５月期決算短信発表時に開示させて

いただきます。 

本件による平成 23年５月期通期業績予想の修正はございません。 

 

 

以上 

 

 


